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1. アレンジについて 
ダンスミュージックは『踊れる音楽』であるということは重要な要素だとわかります。 
ですが、ただループさせただけではすぐに飽きてしまうでしょう。 

聞き応えのある一曲に仕上げるためには、音色が気持ちよく、どんどん盛り上がって期待感が
高まり、そしてエネルギーが発散されてやがてエンディングに向かう、そういったドラマチッ
クな展開が必要です。 

そこで、大事になってくるのが『アレンジ』ということになります。 



４つの構成要素 
大きく４つの構成要素に分けることができます。 

ダンスミュージックでは各構成要素を『Intro』『Breakdown』『Build up』『Drop』の
ように表記することが多いです。 
日本語で言うところの『イントロ』『Aメロ』『Bメロ』『サビ』みたいなものです。 

それぞれの構成要素の役割を把握しておくことで起伏のあるドラマチックな楽曲を作るガイ
ドラインとして役に立ちます。 

 
 
 

 Breakdown DropBuild upIntro

イントロ  
一般的にはDJセットで
前の曲から移行しやす
くするためのもの。

ブレイクダウン 
一旦静かになり、リス
ナーの期待感が生まれま
す。

ビルドアップ 
エネルギーを高めてい
き、ドロップに向かうた
めの準備をしていきま
す。

ドロップ 
エネルギーが最高潮に
達します。曲のメイン
になるところで最も重
要なところです。 
日本語で言う『サビ』
に相当します。



2. アレンジの流れ 
はじめに、曲のメインになる８小節の『ドロップ』を作ります。下の図のような流れで順番に作ります。 

① ドラムパートを作る

② ベースパートを作る

③ プラックパートを作る

④ 演出パートを作る

⑤ メロディパートを作る

キック→スネア→ハイハット→リズムループの順に組み上げ、
基本のグルーブを決定します。

キックとの絡みを重視して、より強いグルーブ感を作り出しま
す。

キックとベースで作り出したグルーブ感を活かし、コードとリズ
ムで肉付けしていきます。

パッドやシーケンシャルを駆使して空気感を演出し、豪華にし
ていきます。 
ライザー、スウィープなどのFXも入れていきます。

リードを使うのかプラックを使うのかで印象が変わってきま
す。同じメロディを違う楽器で演奏するだけでも変化をつけら
れるので、ついでに楽器を変えたバージョンも作っておきま
しょう。
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3. 全体の構成を組み立てる 
 

パーカッション

ベース　Aパターン

ハイハットのみ 全部入り

ベース　Aパターン

プラック プラック

パッド パッド

アルペジオ アルペジオ

プラックリード プラックリード
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キック・スネア キック・スネア 全部入り

ベース　Bパターン

パーカッション

ベース　Aパターン ベース　Aパターン

プラック プラック

パッド パッド

アルペジオ アルペジオ

リード リード

パッド

プラックリード

最初に作った８小節のドロップをここに並べてからアレンジ開始

空のトラックを使い、ボリューム
などに適当なオートメーションを
かけ、曲のエネルギーの増減をメ
モする。それに沿って作っていく
のもおすすめです。

① ８小節のドロップを元に、トラックの抜き差しで各パートを作成



 ② 全体が出来上がってきたら不足を感じるところに音を足したり、カットオフなどのオートメーションを書き込んで全体を整えます。 

パーカッション

ベース　Aパターン

ハイハットのみ 全部入り

ベース　Aパターン

プラック プラック

パッド パッド

アルペジオ アルペジオ

プラックリード プラックリード
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キック・スネア キック・スネア 全部入り

ベース　Bパターン

パーカッション

ベース　Aパターン ベース　Aパターン

プラック プラック

パッド パッド

アルペジオ アルペジオ

リード リード

パッドパッド



4. まとめ 

フューチャーベースなどのアレンジは８小節単位で考えていくと作りやすいです。 
メロディなどは、いろいろなバリエーションがあると飽きがこないので、できる限りアイディ
アは形にしておくといいでしょう。 

８小節のメロディの一部分を１拍や２拍でループさせてみたり、同じメロディを違う楽器で演
奏してみたりすることで、 
簡単にバリエーションを増やすことができます。 

まずはグルーブ感のある８小節のドロップをしっかり作り込むことが重要です。 
それらを抜き差ししながら全体の流れを作っていきましょう。 



課題① 

『2. アレンジの流れ』の項目を参考に８小節の楽曲を作成してくる。 

ルール 

1. 全パートをオリジナルで作成してくる。 
2. 全パートが入った２mixを提出。 
3. 限界までクオリティーにこだわること。 
4. 提出の際はmp3で書き出し、フォルダに入れてzipに圧縮すること。 
5. ファイル名は全て英語で「edm-kadai_17-1_sugimoto.mp3」のようにつける。 
6. ギガファイル便などのストレージサービスを利用してアップロードし、 
ダウンロードリンクをメッセンジャーかE-mailで送ってください。 

https://gigafile.nu/


課題② 

課題①で作成した８小節の素材を使って、 
フューチャーベースらしい構造を持った楽曲を１曲仕上げてくる。 

ルール 

1. 長さは４分以内におさめること。 
2. 全パートが入った２mixを提出。 
3. 限界までクオリティーにこだわること。 
4. 提出の際はmp3で書き出し、フォルダに入れてzipに圧縮すること。 
5. ファイル名は全て英語で「edm-kadai_17-1_sugimoto.mp3」のようにつける。 
6. ギガファイル便などのストレージサービスを利用してアップロードし、 
ダウンロードリンクをメッセンジャーかE-mailで送ってください。

https://gigafile.nu/
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